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１．組織の概要、対象範囲

１．１　組織の概要

１） 名称及び代表者名
株式会社オー・エヌ
代表取締役社長　大西　大助

２） 所在地
本　　　社 東京都八王子市北野町593-14（令和2年取組開始）

３）
責任者
担当者 業務・物流部　森島　香世

製造部　　　　　冨里　雄司
電子メール　 k-matsuzaki@on-tcr.co.jp

gyom@on-tcr.cojp

４）
レーザープリンター用再生カートリッジの製造・販売

５） 事業の規模
事業年度 ４月～３月

単位 2019年 2021年 2022年
億円 1.2 0.84 0.93
台 55428 39718 43027
人 11 8 12
㎡ 534.39 534.39 534.39

１．２　対象範囲（認証・登録範囲）

１） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

２） 活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

３）  レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

売上高

環境管理の責任者及び担当者連絡先

事業活動内容

延べ床面積

営業部　部長　松﨑　謙一 TEL：042-649-5077
TEL：042-649-5077

従業員
主要製品生産量
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２．実施体制図

　

　

　・効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定める。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する。

　・環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う。

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

EA21事務局

　・環境経営方針等決定事項の社内伝達

　・EA21活動に関する協議、意見交換

　・環境管理責任者の補佐

　・EA21活動に関する事務

部門責任者

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

対象者 役割、責任・権限

EA２１事務局

事務局長 松﨑　謙一

営業・業務・物流部門 製造部門

部門責任者 部門責任者

森島　香世 冨里 雄司

従業員　　　　６名 従業員　　　　５名

役割、責任及び権限表

営業部　部長 松﨑　謙一

環境経営システム実施体制図

代表者

代表取締役 大西　大助

環境管理責任者
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３．環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２３年４月２８日発行

　制定：2020年7月21日

　

［環境経営への取組の基本的方向］

を構築、運営維持することでお客様及び地球環境に貢献できる企業を目指します。

　当社は、企業理念を踏まえ、経営と環境が融合した環境経営システムを基盤とすることにより

製造業として環境負荷の少ない事業活動並びに環境に配慮した製品・サービスの提供に

積極的に取組みます。

　環境経営への取組みに当たっては、環境関連法規等を遵守し、以下の基本的方向に基づき

全従業員参画により環境活動を実践すると共に環境経営の継続的改善を図ることを誓約します。

    適正処理を行います。

環 境 経 営 方 針

[　企 業 理 念　]

　　株式会社オー・エヌは、プリンター用カートリッジの再生事業を通じて、リユース、

１． 二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

① 事業所から発生する廃棄物及び製品の製造に係る産業廃棄物を削減すると共に

リデュース、リサイクルの理念に基づき環境問題への貢献を意識し環境経営システム

① 生産設備及び照明設備の省エネ化により電気使用量の削減に努めます。

〔　環境経営の指針　〕

② エコドライブの徹底により車輛等の燃料使用量削減に努めます。

③ その他化石燃料使用量削減に努めます。

３． 水使用量の削減

① 事業所内の水使用量の削減に努めます。

　　     　　　　　代表取締役　　大西　大助

４． 自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

①環境配慮型製品(リサイクルトナー)開発と販売の促進に努めます。

この環境方針は、全従業員に周知すると共に、一般にも公開します。

      　　　株式会社オー・エヌ
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４．環境経営目標

2022年度 環境経営目標

2021 2022 2023

基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

0.670

（日本瓦斯）

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

2.32

基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

基準値に対し 3 機種増加 基準値に対し 3 機種増加 基準値に対し 3 機種増加

※二酸化炭素排出係数は2019年日本瓦斯（株）実績の調整後排出係数0.670kg-CO2/kWhを適用した。

※年度表記は4月～3月の会計年度と同一期間を適用した。

５．環境経営計画及び実施した取組内容

43,901

kWh／年

2658

L／年

39,520

機種 機種

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

180 180

3,673

kg／年以上 kg／年以上 kg／年以上

106.7 106.7

4

製品の環
境性能の
向上及び

サービスの
改善

再生可能アイ
テムの増加

再生可能アイテム数

180

機種

177

機種

㎥／年

3 水使用量の削減

水道使用量

106.7

2
廃棄物排
出量の削

減

産業廃棄物排
出量

の削減

産業廃棄物排出量

3,711.4 3,6733,866

kg／年

110

2,578 2,525 2,525

L／年以下 L／年以下 L／年以下

CO2総量計

（kg-CO2）

34,219 33,801 33,801

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下kg-CO2／年

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

電力使用量

42,145 41,706 41,706

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

2）化石燃料
使用量
の削減

ガソリン

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

基準値
CO2

換算係数2019年度

年　度　目　標

年度 年度 年度

承　認 作　成

 　作成年月日： 2022年4月28日

責任部門

責任者

1

EA21事務局 （左記達成手段全て）

松﨑

停車時のアイドリングストップの励行

急加速・急停車の防止 EA21事務局 （左記達成手段全て）

定期的にタイヤ空気圧をチェック 松﨑

冷房の控え目使用

車両以外の交通手段を併用

2
1）一般廃棄
物排出量
の削減

（左記達成手段全て）

EA21事務局

松﨑

ミスコピーの裏紙使用

EA21事務局 （左記達成手段全て）

松﨑

技術部 （左記達成手段全て）

岡本

二酸化
炭素排
出量の
削減

2）化石燃料
使用量
の削減

クラウド等を使用したペーパーレス化

ガ
ソ
リ
ン

CO2総量計

（kg-CO2）

生産設備の適正管理

空調温度の適正化（冷房27℃、暖房21℃）

照明器具の適正使用（作業場所以外消灯）

作業効率の向上による残業の削減

1）電力使用
量の削減

松﨑 松﨑

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

目標達成手段
実施した取組内容

4月　　　　　　～　　　　　　　3月

2022年度4～3月
環境経営計画に基づき実施した取組内容

4

製品の環
境性能の
向上及び
サービス
の改善

再生可能アイ
テムの増加

3 水使用量の削減

節水の意識を高め、徹底

節水シールの貼り付けとポスター掲示

節水弁取り付け

分別リサイクル・再資源化の推進

廃棄物の分別、リサイクルの周知徹底

製品管理の徹底

ミスコピーの削減
2）産業廃棄
物排出量
の削減

廃棄物
排出量
の削減

純正品新規リリース機種の情報収集

市場ニーズの調査
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６．環境経営目標の実績

基準値に対し 3 ％削減 目標に対し

0.670

（日本瓦斯）

基準値に対し 3 ％削減 目標に対し

2.320

目標に対し

基準値に対し 3 ％削減 目標に対し

基準値に対し 2 ％削減 目標に対し

基準値に対し 3 機種増加 目標に対し

※№1,2 ,3の環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、+5%未満でほぼ達成「△」、
+5%以上で未達成「×」と評価する。

※№4の環境経営目標項目は、実績が目標値以上で達成「〇」、-5%未満でほぼ達成「△」、-5%以下で未達成「×」と評価する。
※CO2総量は総量合計にLPGの86.30㎏-CO2を足し25,125kg-CO2となった。 

７．環境経営計画の取組結果とその評価

（2019年度）

43,901

kWh／年

2658

L／年

2

3 水使用量の削減

2022年度3～4月

28,611

2,578 2,530

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

1）電力使用
量の削減

107.8 75.0

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃料
使用量
の削減

42,584

CO2総量計

（kg-CO2）

34,513

kg-CO2／年

kWh／年

L／年

35,580

kg-CO2／年

kWh／年

ガソリン

環境経営目標の実績

基準値 CO2
換算係数

運用期間（2022年3月～4月）

目　標 実　績 評　価

電力使用量 -32.8%

再生可能アイ
テムの増加

kg／年 kg／年

○

㎥／年 ㎥／年

産業廃棄物排
出量の削減

産業廃棄物排出量

10.6%

3,866

kg／年

110

㎥／年

水道使用量

L／年

25,039

kg-CO2／年 ○

廃棄物排
出量の削

減

177

機種

※二酸化炭素排出係数は2019年日本瓦斯（株）実績の調整後排出係数0.670kg-CO2/kWhを適用した。

180 199 ○

機種 機種

4

製品の環
境性能の
向上及び

サービスの
改善

再生可能アイテム数

3,750.0 2,011 ○

○

-1.9%

-46.4%

-30.4%

-27.5%

○

停車時のアイドリングストップの励行

急加速・急停車の防止

定期的にタイヤ空気圧をチェック

冷房の控え目使用

車両以外の交通手段を併用

ミスコピーの裏紙使用

Co2総量としてはｰ27.5%と大きく達成出来ている、コロ
ナ影響が完全に収まった際にも達成出来るよう社内
への周知徹底を行っていく。

新機種開発時のテスト印字の方法を変更する等、余
分な廃棄物が出ないようにする為の成果が出ており
目標を大幅に達成、今後も廃棄物を出さないよう従業
員と共に業務内の工夫を行いたい。

節水意識は十分周知されたものと考える、今後も徹
底し継続する。

取り扱いを終息した機種が出たが、目標は達成してい
る、来期はさらに終息する機種が出る可能性がある
が、新機種の開発も行いながらアイテム数を減らさな
い様、市場調査等を徹底していく。

Ｎｏ 目標達成手段

2）化石燃料
使用量
の削減

空調温度の適正化（冷房27℃、暖房21℃）

照明器具の見直し（LED照明等）

CO2総量計

（kg-CO2）

環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

1）電力使用
量の削減

取組結果とその評価

目標に対してｰ32%達成と、コロナ影響が落ち着き生
産台数が戻りつつある中での数字は評価できると考
える。さらに従業員へのコスト意識の定着を行いた
い。

2022年度4～3月 環境経営計画の取組結果とその評価

作業効率の向上による残業の削減

生産設備の適正管理

ガ
ソ
リ
ン

事務所とは別の倉庫を使用し始め横持の為、車の使
用が増えているが目標はかろうじて達成出来ている状
況、今後も注視して行くが目標の見直しが必要な項目
であると考える。

節水の意識を高め、徹底

節水シールの貼り付けとポスター掲示水使用量の削減

4

製品の
環境性
能の向
上及び

サービス
の改善

再生可能アイ
テムの増加

3

市場ニーズの調査

純正品新規リリース機種の情報収集

廃棄物の分別、リサイクルの周知徹底

製品管理の徹底

ミスコピーの削減

クラウド等を使用したペーパーレス化

2
廃棄物
排出量
の削減

廃棄産業
物排出量
の削減

5



責任部門

責任者

電力使用量

EA21事務局 （左記達成手段全て）

41,706 松﨑

KWH
ガソリン使用量

停車時のアイドリングストップの励行

急加速・急停車の防止 EA21事務局

定期的にタイヤ空気圧をチェック 松﨑 （左記達成手段全て）

冷房の控え目使用

L 車両以外の交通手段を併用

EA21事務局

（kg-CO2）

廃棄物排出量

EA21事務局 （左記達成手段全て）

3,673 松﨑

Kg ミスコピーの裏紙使用

水使用量 EA21事務局 （左記達成手段全て）

106.7 松﨑

㎥

技術部 （左記達成手段全て）

180 岡本

機種

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　並びに違反、訴訟等の有無

当社に関係する環境関連法規の遵守状況を2023年3月に確認した結果、違反はありませんでした。

また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去3年間ありません。なお外部からの苦情は活動期間中には

ありませんでした。

10．代表者による全体評価と見直し・指示

4

製品の環境
性能の向上

及び
サービスの

改善

再生可能アイ
テムの増加

各項目について、従業員一同理解を深め目標達成を実現出来た点を評価したいと考えております。コロナの影響が収まりつつあ
る中、生産台数が以前のように復調した際に真価が問われると思いますので今後も目標に対する実績を注視しながら環境経営
に努めて参ります。

2
廃棄物
排出量
の削減

3 水使用量の削減

節水の意識を高め、徹底

節水シールの貼り付けとポスター掲示

1）廃棄物
排出量
の削減

廃棄物の分別、リサイクルの周知徹底

製品管理の徹底

ミスコピーの削減

クラウド等を使用したペーパーレス化

純正品新規リリース機種の情報収集

市場ニーズの調査

4月　　　　　　～　　　　　　3月

1）電力使用
量の削減

生産設備の適正管理

空調温度の適正化（冷房27℃、暖房21℃）

照明器具の適正使用（作業場所以外消灯）

作業効率の向上による残業の削減

環境経営
目標項目

目標達成手段
スケジュール

環境経営目標

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

2）化石燃料
使用量
の削減

８．次年度の環境経営目標と環境経営計画

2023年度4～3月 環境経営目標及び環境経営計画

Ｎｏ
環境経営
方針項目

ガ
ソ
リ
ン

CO2総量計

（kg-CO2）

2,525

廃棄物

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）(一般廃棄物の処理)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(廃棄物処理法)（産業廃棄物の適正処理）

遵守状況確認
環境関連法規等名称区分

チェック日

2023/3/24

2023/3/24

資源循環
（リサイクル）

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

大気汚染 フロン排出抑制法

2023/3/24

2023/3/24

2023/3/24
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